
 Ⅴ 年間指導計画の作成 

（1） 年間指導計画作成の手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 年間指導計画作成の留意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 年間指導計画作成の効果 
○ 発達の段階に応じて学年を通したキャリア発達を支援できます。 

○ 発達の段階や学年に応じた身に付けさせたい諸能力・態度の到達目標が明確になります。 

○ 年間の学年における活動がどのような能力・態度の育成を図ろうとするものか明確になりま

す。 

○ 各教科等の取組がどのように関連付けられているか明確になります。 

各学年の年間指導計画を作成し、キャリア教育を教育課程に位置付けるこ

とで、児童の発達の段階に応じた教育活動の展開が可能になります。 

○  年 間 指 導 計 画 に は 、 学

年・実施時期・予定時間・

単元名・各単元における主

な学習活動・評価を盛り込

むことが考えられます。 

○  児 童 の 学 習 経 験 や 発 達

の段階を考慮し、季節や学

校 行 事 な ど の 活 動 時 期 を

生かします。 

○  各 教 科 等 と の 関 連 を 見

通し計画します。 

① 各校の児童の学年等に応じた能力・態度の目標を決定しま

す。 

② 全体計画で設定した各能力・態度の目標に基づき、各校の

年間行事予定、学年別の年間指導計画に記載する内容を検討

します。 

③ 各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活

動及び学級の取組等を相互に関連付けた指導計画を作成し

ます。 

④ 各能力・態度の到達目標に応じた評価の視点を設定し、明

確化します。 

会議中のイラスト 

児 童 の 実 態 や 発 達 の 段

階 に 応 じ た 目 標 や 内 容 で

すか。 

各教科、道徳、外国語活

動、総合的な学習の時間、

特 別 活 動 及 び 学 級 の 取 組

等、それぞれのねらいや内

容 を 踏 ま え て 関 連 付 け て

いますか。 

児童のキャリア発達を支援

できるよう、具体的で体系的

なものですか。 

各教科、道徳、外国語活

動、総合的な学習の時間及

び 特 別 活 動 の 小 学 校 学 習

指 導 要 領 と の 関 連 が 図 ら

れていますか。 

 

家庭や地域、学校間の連

携を考慮していますか。 

 

評価の視点等を考慮し、

評 価 方 法 を 検 討 し ま し た

か。 
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 Ⅵ 評価 

実践したキャリア教育について、児童の変容等に関する評価と教育活動と

しての評価を行うことで、児童のキャリア発達をより促すことができるとと

もに、学校のキャリア教育の一層の推進を図ることができます。 

 

＊ キャリア教育に関する学習が各教科等の学習の目標を

よりよく達成し、主体的に学ぼうとする意欲の向上に結び

付いているか、また同時に、各教科等の学習がキャリア教

育に関する学習の関心や意欲につながっているかを確認

しましょう。 

キャリア教

育の実践 
評価 

○ 各学校で適切に視点を定め、これに基づいて児

童の学習＊をよりよく改善します。 

○ ＰＤＣＡサイクルの中で位置付け、教育活動や

各学校の指導計画の改善につなげます。 

（1） 児童の学習状況の評価の方法 
 キャリア教育における児童の学習状況の評価は、児童が指導計画等に定めている目標について、ど

の程度達成しているのかを把握し、育成したい能力・態度が確実に育まれるような指導へと改善する

ために行います。  

 

○ 評価の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 教育活動の評価と改善 
教育活動としてのキャリア教育全体の評価は、具体的な教育活動の改善につなげていくために行

います。その際、評価の結果に基づき、教員一人一人が日常の授業や学習活動を見直し、問題点や

課題の解決に取り組むことが大切になります。 

○ 教育活動の評価の視点（例） 

 ① 児童は積極的に取り組んでいるか、理解をしているか。 
② 期待した変化や効果の兆しはあるか。 

○ 活動中の児童の態度の変化  
○ 目標の達成状況（実施過程中、および終了時） 
○ 特に顕著な児童の行動・態度、課題など 

③ 目標の設定は具体的で妥当であったか。 

教育活動全般の 

見直し 

教師像 全ての教師が同じように判断できる評価方法や評価規準等が

求められます。 

評価は、様々な方法を組み合わせて実施することが大切です。

○ 観察による評価      ○ 制作物による評価 

○ 児童の自己評価・相互評価 ○ 他者評価 

学習の過程を評価することが大切です。 

計画的に評価場面を設定して学習状況を把握し、実態に応じた

適切な指導を行っていくことが重要です。 

学習状況について望まれ

る姿を想定し、実際の学習

状況と合わせて考え、育成

したい能力・態度が育まれ

ているかを見取ります。 

 

教育活動

の評価 

ｖ 

 

第１ 目標 

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付

け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考える

ことができるようにする。 

総合的な学習の時間 

小学校学習指導要領に書かれているキャリア教育との関連を年間指導計画に記載することで、教科に

おけるキャリア教育とのかかわりが明確になり、体系的・系統的な指導が可能になります。 

ここでは、１３・１７・２１ページの「キャリア教育年間指導計画（例）」において、単元指導計画

例を示した教科及び総合的な学習の時間のキャリア教育に関する主な目標・内容等の例を紹介します。

 国立教育政策研究所生徒指導研究センター『「キャリア教育」資料集』平成２１年４月を参考として作成したものが、

「小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞」４９～５８ページに掲載されています。 

 

第１ 目標 

算数的活動を通して、数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、日常の事

象について見通しをもち筋道を立てて考え、表現する能力を育てるとともに、算数的活動の楽しさや

数理的な処理のよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。 

                                １６・１７ページ参照 

算数 

 
⽣活 

 

 

 

 

第１ 目標 

具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち、自分

自身や自分の生活について考えさせるとともに、その過程において生活上必要な習慣や技能を身に付

けさせ、自立への基礎を養う。 

第２ 各学年の目標及び内容 

  〔第１学年及び第２学年〕 

 １ 目標 

  (1)  自分と身近な人々及び地域の様々な場所、公共物などとのかかわりに関心をもち、地域のよ

さに気付き、愛着をもつことができるようにするとともに、集団や社会の一員として自分の役

割や行動の仕方について考え、安全で適切な行動ができるようにする。 

  (2) 自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち、自然のすばらしさに気付

き、自然を大切にしたり、自分たちの遊びや生活を工夫したりすることができるようにする。 

  (3)  身近な人々、社会及び自然とのかかわりを深めることを通して、自分のよさや可能性に気付

き、意欲と自信をもって生活することができるようにする。 

  (4) 身近な人々、社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに、それらを通して気付い

たことや楽しかったことなどについて、言語、絵、動作、劇化などの方法により表現し、考え

ることができるようにする。 

１２・１３ページ参照 

２０・２１ページ参照 

（4） 各教科と年間指導計画 
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